
【巻頭特集】小歌島のある風景

【トピックス】城跡､登録文化財調査等

【スポット】個人の労作『浦崎村史』

海上から小歌島を望む､手前には帆掛け舟が停泊している｡戦前の写真絵葉書　尾道学研究金蔵
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大正12年(1923)の市街図より小歌島

尾
道
駅
前
に
降
り
立
つ
と
､
尾
道
水
道
と
対
岸
向

島
が
見
え
ま
す
o
　
灯
台
の
建
つ
こ
ん
も
り
と
し
た
目

の
前
の
丘
陵
は
　
｢
小
歌
島
｣
　
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
｡

｢
島
｣
が
指
し
示
す
通
り
､
現
在
は
陸
地
で
あ
る
こ
の

丘
陵
の
そ
の
昔
は
独
立
し
た
小
島
で
し
た
｡

小
歌
島
､
当
て
字
に
よ
っ
て
は
　
｢
岡
島
｣
　
と
表
記

さ
れ
た
場
合
も
一
部
に
あ
り
ま
す
が
､
向
島
を
古
く

｢
歌
島
｣
と
呼
称
し
た
こ
と
に
対
応
し
た
､
小
さ
い
歌

島
の
意
味
で
の
命
名
と
思
わ
れ
ま
す
｡

こ
の
小
さ
い
島
に
は
､
村
上
海
賊
以
前
の
古
い
海

賊
の
存
在
に
始
ま
り
､
近
代
に
は
博
覧
会
も
開
か
れ

て
い
る
な
ど
､
興
味
深
い
歴
史
に
彩
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
o

今
回
の
特
集
で
は
､
小
さ
い
向
島
(
歌
島
)
･
小

歌
島
が
秘
め
る
歴
史
の
断
片
を
ご
紹
介
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
｡

※
-
小
歌
島
は
私
有
地
で
あ
る
為
､
無
断
で
立
ち

入
り
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
｡



林寅山画｢尾道浦絵昇風｣尾道市立美術館蔵より　尾道側から向島を望む｡右から二面中の浮島が小歌島｡沿岸砂浜は塩田らしい｡
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小
歌
島
の
歴
史
を
辿
る
と
､
中
世
南
北
朝
時
代
に
始

ま
り
ま
す
｡
『
備
後
風
土
記
巻
之
四
』
　
(
『
備
後
叢
書
』

第
五
巻
収
録
)
　
に
'
｢
向
島
西
村
岡
島
の
城
跡
は
河
村

摂
津
守
影
秀
､
明
徳
二
年
(
1
3
9
1
)
伯
州
よ
り
移

り
居
城
の
よ
し
｣
と
あ
り
､
伯
者
国
(
鳥
取
県
西
部
)
の

河
村
摂
津
守
影
秀
な
る
武
将
が
こ
こ
に
城
を
構
え
て
い

た
よ
う
で
す
｡
こ
の
河
村
某
と
い
う
武
将
に
つ
い
て
の

詳
し
い
素
性
は
不
明
で
､
こ
の
記
述
以
外
に
確
認
で
き

る
史
料
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
｡

そ
れ
か
ら
時
代
が
下
っ
て
､
岡
島
(
小
歌
島
)
城
は

河
村
某
か
ら
海
賊
の
拠
る
城
に
転
じ
て
い
ま
す
｡
こ
の

地
方
で
海
賊
と
言
え
ば
村
上
海
賊
で
､
後
々
に
は
因
島

村
上
氏
の
出
城
と
し
て
機
能
し
た
よ
う
で
す
が
､
当
初

期
は
村
上
と
は
別
の
海
賊
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
｡
そ
れ
が
　
｢
関
の
大
将
｣
と
通
称
さ
れ
た

海
賊
で
す
｡
河
村
某
と
の
関
係
は
不
明
で
す
が
､
城
の

立
地
か
ら
し
て
､
河
村
某
が
海
賊
的
機
能
を
果
た
し
て

い
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
｡

毛
利
元
就
の
時
代
､
小
早
川
隆
景
率
い
る
小
早
川
水

軍
の
前
に
関
の
大
将
は
敗
れ
(
福
屋
家
文
書
中
の
元
就

･
隆
元
連
署
状
)
､
以
降
､
因
島
村
上
氏
の
手
に
移
る

と
い
う
経
過
の
よ
う
で
､
江
戸
期
の
地
誌
類
に
は
｢
村

上
治
部
少
輔
｣
や
｢
村
上
又
三
郎
吉
満
｣
と
い
っ
た
名
前

を
城
主
と
し
て
記
録
し
て
い
ま
す
｡
但
し
､
向
島
を
含

め
小
歌
島
が
因
島
村
上
氏
の
所
領
に
な
っ
て
い
た
か
に

つ
い
て
は
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
｡

小
歌
島
の
海
岸
岩
場
に
は
､
写
真
の
よ

う
な
小
さ
な
穴
(
岩
礁
ピ
ッ
ト
)
が
幾
つ

か
確
認
さ
れ
ま
す
が
､
海
賊
時
代
の
痕
跡

に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
｡
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海
賊
の
出
城
の
時
代
を
経
て
､
江
戸
時
代
以
降
は
荒

地
､
次
い
で
畑
地
と
な
っ
て
い
た
小
歌
島
に
､
再
び
ス

ポ
ッ
ト
が
当
た
る
の
が
近
代
大
正
期
で
､
俄
か
に
埋
立

陸
地
化
の
動
き
が
起
こ
り
ま
す
(
詳
細
は
次
頁
)
｡
そ

の
最
中
の
大
正
1
 
3
年
(
1
9
2
4
)
　
の
夏
､
こ
の
島
を

舞
台
に
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡
写
真
は
そ
の
開

催
記
念
で
出
さ
れ
た
絵
葉
書
で
､
｢
瀬
戸
内
海
勧
業
博

覧
会
｣
　
と
の
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
｡

博
覧
会
の
概
要
を
当
時
の
報
道
(
芸
備
日
日
新
聞
)

か
ら
辿
る
と
､
帝
国
博
覧
会
協
会
の
主
催
で
､
大
正
1
 
3

年
7
月
2
0
日
か
ら
9
月
2
0
日
ま
で
の
2
ケ
月
間
の
会
期

で
開
か
れ
た
よ
う
で
す
｡

主
な
パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て
､
東
照
宮
の
模
型
を
展
示

す
る
日
光
館
'
芝
居
上
演
の
演
芸
館
､
古
今
東
西
の
参

考
資
料
を
集
め
た
参
考
館
な
ど
が
設
け
ら
れ
､
個
人
経

営
に
よ
る
食
堂
､
南
側
に
は
海
水
浴
場
も
併
設
さ
れ
ま

し
た
｡
ま
た
､
全
島
に
電
飾
が
施
さ
れ
､
新
聞
紙
面
(
芸

備
日
日
新
聞
)
　
に
は
｢
海
波
に
照
り
返
し
昼
を
欺
く
ば

か
り
の
キ
ラ
ビ
ヤ
か
さ
｣
　
と
あ
り
ま
す
o

小
歌
島
で
博
覧
会
が
開
か
れ
た
記
録
は
記
念
絵
葉
書

と
報
道
の
み
で
､
『
尾
道
市
史
』
(
新
旧
共
に
)
『
向
島
町

史
』
の
中
で
は
何
故
か
三
一
口
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
｡
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陸地化が進む小歌島　写真絵葉書　戦前　尾道学研究会蔵
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芸備日日新聞 大正12年3月25日付

小　歌　島　年　表

【中世期】 1391年(明徳2)伯者の武将･河村秀影が島に移り住み城を築くと伝(芸備風土記)/1554年(天文23)小

早川隆景軍が尾道浦の海賊　関の大将を攻撃(福屋家文書) /1588年(天正16)毛利輝元が上洛の道すがら

(秀吉と謁見)小歌島に船を停め歌島(向島)を見物(輝元公御上洛日記)｡

【近世期】 1705-15年間(宝永2-正徳5)松や竹が茂る荒地になっていた島を耕作して畑地が形成され､尾道町の大

津屋善左衛門が収穫米を年貢納入(半田家文書) /1713年(正徳3)焚場としての利用願(天満屋治兵衛文

書) /1780年(安永9)畑地から青銅製の小観音像が掘り出されると伝(瀬戸内水軍資料調査報告書)a

【近代期】明治初年:繁茂する樹木を伐採し桜･梨　桃等植樹(備後向嶋岩子島史) /1917年(大正6)尾道船渠造船

所が向島へ進出し隣接地で創業(町史) /1918年(大正7)尾道船渠が県に埋立申請､向島西村議会で賛否

紛糾(芸備日日)/1924年(大正13)瀬戸内海勧業博覧会開催(芸備日日)/1931年(昭和6)埋立完了(町

史) /1933年(昭和8)小歌島灯台初点灯(海保資料)｡
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開
聞
向
島
埋
立
某

局
′
げ
の
可
舵
で
亦
･
p
紛
擾

博
覧
会
開
催
に
先
立
つ
こ
と
6
年
前
の
大
正
7
年

(
1
9
1
8
)
､
島
の
東
側
で
操
業
し
て
い
た
尾
道
船
渠

造
船
所
が
､
島
の
地
先
1
万
2
9
0
0
坪
の
埋
立
を
県

に
申
請
し
ま
し
た
｡
こ
れ
に
対
し
向
島
酉
村
議
会
で
は

そ
の
賛
否
が
分
か
れ
､
対
岸
の
尾
道
市
側
で
は
埋
立
反

対
を
表
明
｡
反
対
意
見
の
中
で
と
り
わ
け
指
摘
さ
れ
た

の
が
向
島
沿
岸
部
で
盛
ん
な
塩
田
へ
の
影
響
で
し
た
｡

大
正
9
年
(
1
9
2
0
)
､
地
元
で
の
結
論
が
出
な
い

ま
ま
県
か
ら
埋
立
の
許
可
が
出
ま
す
が
､
造
船
所
側
が

延
期
し
た
為
､
動
き
の
な
い
ま
ま
時
が
過
ぎ
､
造
船
所

が
同
1
 
2
年
(
1
9
2
3
)
　
に
閉
鎖
さ
れ
て
埋
立
は
頓
挫

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

昭
和
2
年
(
1
9
2
7
)
､
尾
道
港
が
第
二
種
重
要
港

湾
及
び
開
港
場
の
指
定
を
受
け
､
本
格
的
な
港
の
修
築

計
画
が
動
き
出
す
と
'
小
歌
島
の
海
面
埋
立
も
再
び
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

向
島
西
村
議
会
で
は
､
塩
田
に
必
要
な
水
路
の
確
保

な
ど
条
件
付
き
で
こ
れ
を
認
め
､
昭
和
7
年
(
1
9
3

2
)
夏
に
埋
立
が
完
成
し
ま
す
｡
こ
の
時
の
土
砂
は
'
尾

道
港
汝
謀
で
得
ら
れ
た
も
の
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
｡



市史編さん事務局トピックス

【考古部会発】 【考古部会発】

日本遺産(村上海賊)事業とジョイントしての海城調査　　　　　文化財編の史跡の部で扱う山城の調査

(写真は因島中庄とEE]鰍こまたがる青陰城跡にて)　　　　　(写真は木ノ庄町木梨の鷲尾山城跡にて)

【文化財部会発】

島峡部での天然記念物調査

(写真は因島三庄町の五柱神社境内の社叢にて)

【事務局発】

広島県史編さん時に確認された古文書の追跡調査

(写真は市内の旧家に遺された近世～近代の文書群)

【文化財部会発】

近代建築を中心とした登録文化財の調査

(写真は尾道市水道局長江浄水場配水池にて)

【民俗部会発】

信仰の部で扱う神社を巡見調査

(写真は浦崎町の住吉神社にて中世の手水鉢を確認)
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こんにちは!行く春が惜しまれる今日この頃､お元気でいら

っしゃいますか?

市史編さん委員会事務局は3年目を迎え､とうとう『新尾道
市史』第一巻発行予定の年度となりました｡市史広報もはりき
って､調査の進歩状況をご報告して参ります｡
今回の特集では､旧市街を中心とした前回と打って変わって､

尾道駅に降り立つとすぐに私たちの目前に現れる小歌島につい
てご紹介いたしました｡かつて､海の領主たちが築き上げた歴
史ロマン､そして近代に下って開催されたという謎の博覧会等
々､小歌島の魅力を皆様にお伝えすることができたのではない
かと思いますo様々な歴史を包含する尾道､今後も市史広報で
は尾道の魅力を発信して参ります｡次号もお楽しみに!

※ 『市史広報』は年に2回程度の発行を予定しております｡
みなさんの様々なお声や情報をお待ちしております｡

WANTEEI

史資料や情報をお寄せください

古文書や古写真(写真絵葉書を含む)､古地図､
尾道の話題を報じる古新聞など､市史編さん委員
会事務局では､幅広い分野において尾道に関わる
史資料を収集していますo　また､無形の伝承(地
域に伝わる言い伝えや独特な慣習､祭礼芸能等)
についても収集対象となります｡もし皆さんのお

宅や周辺で､あるいは地域で､そうしたものが発
見される場合は､事務局へご一報下さい｡史資料
については複製(写真撮影･コピー)を取らせて

いただくのみで､現物については速やかにお返し

させていただきます｡情報提供は下記の事務局連
絡先までお願いします｡お電話での受付時間は平
日900-1600(以降は文化財係　0848-20-7425

へお願い致します)

【企画　編集　発行】尾道市市史編さん委員会事務局(企画財政部文化振興課内) 〒722-8501尾道市久保一丁目15-1尾道市市民会館3階32号室

TEL 0848-38-9359 (直通) /FAX 0848-37-2740 (代表) /E-MAIL bunkazal@cltyOnOmlChlhlrOShlmaJP

蹄
野
村
丈

沖

･

L

･

火

丈

　

　

一

個
人
の
労
作
『
浦
崎
村
史
』

『
尾
道
市
史
』
　
(
新
旧
)
､
『
因
島

市
史
』
が
青
木
茂
氏
一
個
人
の
手
に

よ
っ
て
編
ま
れ
た
　
(
編
著
)
事
は
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
､
同
様
に
個

人
の
労
作
と
し
て
『
浦
崎
村
史
』
の

存
在
が
あ
り
ま
す
｡

昭
和
5
9
年
(
1
9
8
4
)
5
月
に

刊
行
さ
れ
た
『
浦
崎
村
史
』
　
(
全
一

巻
)
　
は
､
浦
崎
村
助
役
を
経
て
､
尾

道
市
浦
崎
支
所
長
を
歴
任
さ
れ
た
小

畑
正
雄
さ
ん
　
(
写
真
･
故
人
)
　
の
編

著
に
な
る
一
冊
で
､
還
暦
を
迎
え
て

村
史
編
さ
ん
を
発
起
さ
れ
､
1
 
8
年
の

歳
月
を
か
け
て
完
成
さ
れ
ま
し
た
｡

全
6
8
9
頁
に
及
ぶ
村
史
は
､
総

誌
に
始
ま
り
人
文
･
地
文
､
行
政
､

教
育
文
化
､
産
業
､
兵
事
兵
役
､
社

会
､
村
財
政
､
社
寺
宗
教
､
人
物
､
史

跡
　
古
文
書
で
構
成
さ
れ
､
細
か
く

丁
寧
且
つ
充
実
し
た
そ
の
集
積
と
編

集
･
著
述
作
業
に
は
目
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